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徳島県阿南市におけるナガエツルノゲイトウ（ヒユ科 )の新産地

小川　誠 1・大原賢二 2 

[Makoto Ogawa1 and Kenji Ôhara2: New locality of Alligatorweed (Alternanthera philoxeroides (Mart.) Griseb.) 

in Anan City, Tokushima Prefecture]
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　 ナ ガ エ ツ ル ノ ゲ イ ト ウ（Alternanthera philoxeroides 

(Mart.) Griseb.，図１）は水辺の湿った場所に生える多年

性の水草である．中央アメリカ原産であるが，現在は，

北アメリカ，アジア，オセアニア，アフリカに広く帰

化している．日本には観賞用の水草として持ち込まれ，

1989 年に兵庫県尼崎市で発見された（村田，1989）．繁

殖力が強く，しばしば水路で増殖し，船の航行を妨げ，

水面を覆うので他の生物に対する影響が大きく，侵略的

外来種として特定外来生物に指定されている．

　筆者の一人，小川は徳島県北東部の旧吉野川流域の

ナガエツルノゲイトウの分布を調べて報告した（小川，

2014）．その結果，この地域では多数のナガエツルノゲ

イトウが見られた．さらに，水面に浮くだけではなく，

土水路やハス田に根を張り定着している箇所も見られ

た．地元の鳴門市では対策協議会を設置し，駆除に取り

組んでいる．しかし，人力による駆除作業が主であり，

良い駆除方法は見つかっておらず，根絶させるのが困難

である．

　筆者の一人，大原は 2016 年 7 月 31 日に阿南市科学セ

ンターから昆虫採集の講師として招待された．その際，

科学センターの周辺にナガエツルノゲイトウが分布して

いることに気が付いた．水田の畔にこの植物が多数生育

していた（図 2）．鳴門市が対策協議会を設置したとの

新聞報道を受けて，大原が現地調査を 2020 年 11 月 21

日に行ったところ阿南市科学センター周辺に多数分布し

ていることが明らかになった．その報告を受けて，小川

が 11 月 22 日に調査したところ，さらに広く分布してい

ることが分かった．

　まだ十分な調査とは言えないが，その結果からこの地

域で 13 か所の分布が確認できた（図３）．水田地帯なの

【短報】

図１　阿南市に生育するナガエツルノゲイトウの花 図２　水田の畔に多数生育するナガエツルノゲイトウ（2016 年 7 月
31 日）
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で，地域内に用排水路が網の目のように走っている．特

に調査地⑤ - ⑩は科学センター北部の阿南市那賀川町上

福井に集中している．特に，⑤ではこの植物が生育して

いるところを機械で耕作したようで，茎が細かく切れて，

そこから再生した個体が水田一面に広がっている．

　②では水田横の水路に多数生育しているが（図４），

その隣の畔にも多数生育しており，水路の土砂を取り除

く際に，畔に置いたために，その中に混ざっていたナガ

エツルノゲイトウが発芽した可能性がある．小川（2014）

でも指摘したが，この植物は少々の乾燥でも耐えるので，

駆除する場合は取り除いてシートの上などで乾燥させな

ければ，土の上ではその場に定着してしまうこともある．

　この地域では水路や畔に根をはり，定着してしまって

いる地点が多い．しかし，⑪では水路に浮いており，⑬

では出島川の船溜まりでパッチを形成している（図５）．

ナガエツルノゲイトウは県内では旧吉野川流域しか知ら

れていなかった．阿南市はそれよりかなり離れており，

間に生育地は知られていない．2016 年の状況から，そ

図５　調査地⑬、出島川の船溜まりに生育するナガエツルノゲイトウ
（2020 年 11 月 22 日）

図３　阿南市で確認されたナガエツルノゲイトウの分布

図４　調査地②、水路とその横に多数生育するナガエツルノゲイトウ
（2020 年 11 月 22 日）
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の数年前には侵入していたと思われる．この植物は日本で

は種子を作っていないようである．そのため茎が運ばれた

ために分布が広がっていると考えられるが，鳥により運ば

れたのか，土砂等の人為的な移動に交じって運ばれたのか

は不明である．

　この地域は那賀川北岸で氾濫原にあたり，現在でもヨシ

に覆われた小沢地が点在する．近隣には那賀川出島野鳥園

があり，ヨシに覆われた湿地に多数の野鳥が訪れる．氾濫

原の状態が手つかずに残っており，野鳥以外にも多数の

生き物が見られ，地域の生物多様性の重要な拠点である．

野鳥園は海に近いので汽水と思われるが，ナガエツルノ

ゲイトウは汽水でも生育できるという報告もあり（久米， 

2017），継続してモニタリングし，この植物が侵入したら

すぐに除去する必要がある．

　原稿を作成するにあたり，木下　覺，東　衛史（徳島県

立佐那河内いきものふれあいの里ネイチャーセンター），

中村俊之（ウェットランド研究所），茨木　靖（徳島県立

博物館），田中節子の各氏から分布に関する情報を得た．

また，徳島県危機管理環境部環境首都課には関係機関への

問い合わせの協力を得た．ここに記して感謝する．

文　献

久米 修．2017．海浜に生育するナガエツルノゲイトウ．香川

生物 （45）：1-3．

村田　源．1989． ナガエツルノゲイトウ尼ケ崎に帰化．植物

分類・地理 40(5-6)： 178．

小川　誠．2014．旧吉野川流域におけるナガエツルノゲイト

ウの分布．徳島県立博物館研究報告 （24）:23-34．


